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犬
や
ね
こ
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
う
家
庭
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
ベ
ッ
ト
と
い
う
よ
り
、
家
族

や
友
人
同
様
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
動
物
に

接
す
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、
虐
待
を
受
け
た
り
、
飼
い
主
に
捨
て
ら

れ
た
り
し
て
い
る
動
物
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
毎
年
、

飼
い
主
が
飼
え
な
く
な
り
、
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

に
引
き
取
ら
れ
る
犬
や
ね
こ
も
数
多
く
い
ま
す
。

　
最
後
ま
で
世
話
が
で
き
る
か
よ
く
考
え
ず
に
、
「
飼

い
た
い
」
と
衝
動
的
に
飼
い
は
じ
め
、
面
倒
が
見
き
れ

な
く
な
っ
た
ら
捨
て
て
し
ま
う
ー
そ
ん
な
飼
い
主
が
、

た
く
さ
ん
の
動
物
た
ち
を
不
幸
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　
動
物
は
ぬ
い
ぐ
る
み
と
は
違
い
ま
す
。
与
え
ら
れ
た

生
を
一
生
懸
命
生
き
よ
う
と
し
て
い
る
尊
い
命
で
す
。

飼
い
主
に
は
、
そ
の
動
物
の
命
を
大
切
に
し
、
生
涯
面

倒
を
み
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。

　
動
物
を
飼
お
う
と
す
る
人
は
、
是
非
飼
う
前
に
、
飼

え
る
か
ど
う
か
、
よ
く
考
え
て
く
だ
さ
い
。
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あなたの訓aこがご顔から好かれるために

他人に迷感や齢宙を及ばきない肪配りとしつけがAUIです。

すべての人が、式・ねこが肝さとは方ざりよせ/t。

/L－/しを守らない犬・ねこの闘い肖は、だれでも不映です。

ゐ/tなから、理解の得られるよう、闘い主は責任と自覚をもって犬・ねこを闘いよしよう。

舶物のホ能、習牲や生理をよ＜理解し、家族の一員として終生闘いましょう。

古今温屁荊哨諮僣柔惹騨恥

∧漕帰塵丿刳吋

◆他の人に迷惑をかけないよう､責任をもっ

　て飼いましよう。

　刻繕島厩鴎鳶詞飽涜鴎

｜風脚!諮胆l刳り

　◆「鑑札・注射済票」は、必ず犬の身につ

；　　けておいてください。

－
‐
－

l噴急薦』』4回尨哨』耀砥昏包

専抱』暁注意6港湾ｸ＆翫y

◆鴫き声が近所の迷惑にならないよう、し

　つけをしましよう。

◆飼っている場所、その周辺を常に清潔に

　することを心がけましよう。

◆飼い犬が人に危

　害（人をかんだ

　等）を加えた場

　合は、届け出が

　必要です。

i鴎E猫表咆忿肪ぎ刳凶ぴ匯夕

◆必要のない繁殖はさせないように、避妊・

　去勢手術を受けましょう。

泰恵蜘な飢咄昆Ｍ鴎回

◆家のなかやサークルで飼っている犬でも、

　カミナリや花火など大きな音がしたとき、

　おどろいて外に飛び出すことがあります

　ので注意しましよう。

◆また、散歩のときは、必ず、引き綱をつ

　けましよう。

担澄恵削咄溢胆珪忿衷坦

刳吋

◆散歩中「ふん」をしたときは、必ず持ち

　かえり、処分しましよう。

洗咆泥剖一員週咀怠9迦ら

聡怪麗脛趣罠金麦恚へ産挑を

いＭ窓さ脳

◆いなくなった場合､保護した場合は最寄

　りの警察署にもお知らせください。

ｊｌ ◆新聞・ポスター等で

　情報を集めるのもー

　つの方法です。

◆犬・ねこの首輪には

　連絡先（電話番号な

　ど）を書いておきま

　しよう。

問合せ･連絡先

町保健課環境公害係昔81 －1834

' - 〃



②一定以上の所得者該当

窓口で支払う医療費の負担は

定率２割負担となります。

現役世代の平均収入以上の所得がある方で、課税所得が年124

万円以上の方とその世帯に属する方。

ただし、年収が637万円未満、単身世帯で450万円未満の方は、

届け出れば「一般」区分となり、負担金額が１割になります。

外来の場合…かかった費用の２害ﾘを負担します。　１か月に支払った一部負担金が40,200円を超

　　　　　　えた場合は，超えた金額が高額医療費として後から支給されます。

入院の場合…かかった費用の２害ﾘを負担します。　↓か月に支払う一部負担金は72,300円十１％

　　　　　　までです。（自己負担限度額は72,300円ですが，医療費が361,500円を超えた場合，

　　　　　　超えた分の１％を加算します｡）

食　事　代…１田こつき780円の負担となります。

③低所得者ｎ・Ｉ該当奏’
低所得者Ⅱ…その属する世帯の世帯主及び世帯全員が住民税

　　　　　　非課税である方

低所得者Ｉ…その属する世帯の世帯主及び世帯全員が住民税

　　　　　　非課税であって、その世帯の所得が一定基準以

　　　　　　下の世帯に属する方

例）単独世帯の場合（年金収入のみ）は、約65万円以下

　　夫婦二人世帯の場合（年金収入のみ）は、約130万円以下

低所得者ｎ・Ｉ

　外来の場合…かかった費用の１割を負担します。　１か月に支払った一部負担金が，8,000円

　　　　　　　を超えた場合は，超えた金額が高額医療費として後から支給されます。

低所得者Ⅱ

　入院の場合…かかった費用の１割を負担します。　１か月に支払う一部負担金は24,600円まで

　　　　　　　です。

　　　　　　　　90日までの入院　１日650円の負担となります。

　食　事　代゜/90日以上の入院　１日500円の負担となります。（過去12か月の入院日数）

低所得者Ｉ

　入院の場合…かかった費用の士割を負担します。］_か月に支払う一部負担金は15,000円まで

　　　　　　　です。

　食　事　代…１日につき300円の負担となります。

※低所得者Ｈ、Ｉに該当するためには、限度額適用・標準負担額減額認定証が必要となります。該当しそ

　うな人は役場福祉課窓口で申請してください。申請しないと資格があっても認定されず、一般該当とな

　ります。

４．支払った一部負担金が限度額を超えた場合は、払い戻しが受けられます。

　　士か月の医療費が高額になった場合は、申請して認められると、限度額を超えた分か高額医

　療費としてあとから支給されます。

　　　　　　　　問合せ先　町民生部福祉課医療保険係　昔（８１）１８３２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４
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号言頌鴻瑞唯璧訊保健制服嬉鮎陰軋

対象年齢が変わります。

平成Ｈ年10月からは75歳（一定の俳書のある人は65歳）以上が老

人保健対象者となります。

昭和７年９月30日以前に生まれた方は、引き続き老人保健で医療

を受けます。

昭和７年10月１口以降に生まれた方は、75歳になるまでは現在加

入している健康保険で医療を受けます。

※昭和７年10月１日以降に生れた方は老人保健には該当しません

　が、一部負担金は老人保健の対象者となる75歳以上の方と同じ

　です。

医療受給者証が新しくなります。

老人保健で医療を受けるときに病院の窓口に提出する「医療受給者証」が新しくなりますの

で、新しい医療受給者証を郵送します。今までの医療受給者証は使えなくなりますので、新

しい受給者証が届きましたら役場福祉課、南犬飼出張所、稲葉出張所に返却してください。

もし届かない場合や受給者証に誤りがあった場合は、役場福祉課医療保険保まで問い合わせ

てください。

３．一部負担金が変わります。

　　平成14年９月30日まではかかった医療費の１害り負担（１か月に3､200円、大病院では5､300円

　　まで負担）または、定額制の診療所では1目につき850円（１か月に４回まで）でしたが、平

５

で注意してください。

窓口で支払う医療費の負担は定率

１割負担となります。

外来の場合…かかった費用の１割を負担します。１か月に支払った一部負担金が12,000円を超

　　　　　　えた場合は，超えた金額が高額医療費として後から支給されます。

入院の場合…かかった費用の１割を負担します。１か月に支払う一部負担金は40,200円までで

　　　　　　す。

食　事　代…１日につき780円の負担となります。
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壬
生
町
立
図
書
館
は
、
聞
か
れ
た
図
書
館
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
親
し
ま
れ
る
図
書
館
と
し
て
の
環
境
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
さ
ら
に
利
用
し
や
す
い
図
書
館
と
す
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
改

善
を
い
た
し
ま
し
た
。

　
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

　
　
　
火
曜
日
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
６
時

　
　
　
水
～
日
曜
日
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後
６
時

図
書
館
の
閉
館
時
間
の
延
長
を
望
む
声
に
お
応
え
し
ま
し
た
。

な
お
、
開
館
す
る
時
間
も
遅
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

②
貸
出
点
散
・
期
間
が
変
わ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
点
数
は

1 0
点
・
期
間
は
２
週
間
ま
で

　
こ
れ
ま
で
は
本
や
雑
誌
な
ど
の
図
書
資
料
と
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
や
コ
ン
パ
ク
ト
・

デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
視
聴
覚
資
料
と
で
は
借
り
ら
れ
る
点
数
・
期
間
に
違
い
が
あ

り
ま
し
た
。

　
1
0
月
か
ら
は
図
書
資
料
・
視
聴
覚
資
料
の
区
別
な
く
、
借
り
ら
れ
る
点
数
は

合
計
1
0
点
ま
で
、
期
間
は
２
週
間
と
な
り
ま
す
。

③
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
腹
し
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス

出
来
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。

　
ホ
ー
ム
ペ
犬
ン
で
は
、
開
館
時
間
や
休
館
日
な
ど
図
書
館
の
利
用
案
内
。
催

し
物
や
新
着
資
料
の
ご
案
内
。
ま
た
他
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
る
図

書
館
へ
の
リ
ン
ク
集
の
ほ
か
、
図
書
館
で
所
蔵
す
る
全
資
料
の
検
索
や
予
約
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

心

　
図
書
館
の
Ｉ
Ｔ
化
推
進
事
業
と
し
て
導
入
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
自
宅
あ

る
い
は
学
校
・
勤
務
先
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
（
Ｉ
モ
ー
ド
に
対
応
）
か

ら
、
図
書
館
に
あ
る
資
料
の
検
索
を
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
資
料
の
貸
出
申
込
（
予
約
）
を
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
所
蔵
資
料
の
検
索
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に
あ
る
資
料
検
索
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
し

て
検
索
の
画
面
を
呼
び
出
し
ま
す
。
あ
と
は
両
面
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
　
な
お
、
貸
出
申
込
（
予
約
）
は
利
用
者
番
号
と
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
事
前
に
壬
生
町
立
図
書
館
へ
利
用
者
と
し
て
の
登
録
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
じ
資
料
に
本
館
に
直
接
来
館
さ
れ
た
方
の
予
約
と
資
料
検
索
シ

ス
テ
ム
を
通
し
て
の
貸
出
申
込
が
重
な
っ
た
場
合
は
、
直
接
来
館
さ
れ
た
方

が
優
先
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

】
☆
利
用
者
登
録
を
す
る
に
は

″
‐
心
‐
‐
‐
一
一

　
壬
生
町
立
図
書
館
、
ま
た
は
移
動
図
書
館
「
Ｂ
Ｍ
ゆ
う
が
お
・
み
ぶ
」
に

直
接
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
貸
出
申
込
書
を
提
出
い
た
だ
き
貸
出
券
を
お
渡
し

し
ま
す
。

　
な
お
、
貸
出
申
込
書
と
と
も
に
身
分
を
証
明
す
る
書
類
を
提
示
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
本
人
の
お
名
前
・
住
所
・
生
年
月
日
が
明
記
さ
れ
た
運
転
免

許
証
や
健
康
保
険
証
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
不
明
な
点
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
壬
生
町
立
図
書
館
（
昔
8
2
－
８
５
４
３
）
ま
で
。

｀心

６



助冒1だ陶政を困臥ﾚむ闘韻脚別間~
　
平
成
1
3
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
理
解
・
信
頼
を
深
め
、

実
現
の
た
め
、
町
の
持
っ
て
い
る
情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

請
求
は
次
表
の
と
お
り
で
1
5
件
で
し
た
。

「
よ
り
聞
か
れ
た
町
政
」
の

制
度
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
　
　
総
務
課
文
書
法
規
係
　
登
8
1
－
１
８
０
７

地域振興

対策謀

工　事

検査課

監査委員

総務課

学　校

教育課

企　画

財政課

都　市

計画課

総務課

工　事

検査課

　決　定＼日

平成13年５月７日

平成13年５月８日

平成13年５月９日

平成13年５月18日

平成13年６月19日

平成13年６月19[]

平成13年８月28[]

平成13年９月11日

平成13年1朗１日

平成13年12月６日

平成14年１月18日

建設課平成14年１月18[]

圃
課
　
政
企
財

工　事
検査課

平成14年２月７日

平成14年３月７日

秋の行政相談週間
　10月21日～27日

,恣なたの声をﾚ………

　　　　お寄せ‾Fさい

行
政
に
対
す
る
苦
情
な
ど
を
お
聞

き
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相

談
の
た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
皆

さ
ん
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
公

正
で
中
立
な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ

せ
ん
を
行
う
な
ど
し
て
そ
の
解
決

を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
運

営
の
改
善
な
ど
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
毎
年
５
月

と
1
0
月
の
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、

今
年
の
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

は
、
1
0
月
2
1
日
～
2
7
目
ま
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
の
内
容
は
？

　
役
所
の
仕
事
（
国
の
仕
事
、
Ｊ

Ｒ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の
仕

事
、
県
、
町
の
仕
事
で
国
か
ら
任

さ
れ
て
い
る
・
補
助
を
受
け
て
行
っ

て
い
る
仕
事
）
や
手
続
き
、
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
関
係
で
、
「
苦
情
が
あ

る
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
、

「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
、
「
苦
情
を
申

し
出
た
が
、
説
明
や
措
置
な
ど
に

納
得
が
い
か
な
い
」
な
ど
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
道
路
、
交
通
、
税
、
年
金
、

保
健
・
福
祉
、
環
境
な
ど
、
分
野

は
問
い
ま
せ
ん
。

相
談
は
ど
こ
に
？

　
行
政
相
談
の
窓
口
は
、
総
務
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談

委
員
で
す
。
本
町
で
も
左
記
の
と

お
り
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
月

１
回
定
例
的
に
相
談
を
お
受
け
す

る
ほ
か
、
自
宅
で
も
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

特
設
行
政
相
談

日

時
　
1
0
月
３
目
㈲

　
　
　
　
午
後
１
時
3
0
分
～
４
持

場
　
　
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
担
当
者

　
橋
詰
　
通
　
行
政
相
談
委
員

　
住
　
所
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
－
3
8

　
　
　
　
　
　
　
合
8
2
１
０
２
５
９

　
大
森
　
忠
　
行
政
相
談
委
員

　
住
　
所
　
壬
生
町
通
町
３
－
1
2

　
　
　
　
　
　
　
合
8
2
－
２
０
３
３

７

公開の

可否情　報　の　内　容

公開

部分

公開

公開

部分

公開

部分

公開

公開

平成11年度～平成12年度の石橋地区消防組合

の決算書及び決算付属資料のすべて

頴12年度に壬鴇ｶ傍注した130朋討の脂肪で､次岫凱濯
載されたすべての情彫工粍2賎業豺(鮭先)3脂肪雌

平成11年度～平成12年度のヘルシータウン開発推

進協議会の議事録または職員が記録した会議録

平成11年度・平成12年度入札及び落札金額

公開

部分

公開

公開

平成12年度に実施した補助事業者の監査結果記録

及び執行機関に提出した報告書・意見書のすべて

平成12年度､町の海外行政視察団の決算書及

び報告書

教科書採択について話し合った､今年度の教

育委員会のすべての議事録

痴呆性老人グループホームうらら建設補助金

に係る一切の書類

栃木県壬生町都市計画マスタープラン策定調

査報告書(全ページ)

13年賀同文歓会名簿

平頗年度､脂肪冊封一勁

財L賎冊鸚い牡額に蹊されている全ての脂肪に関する顛

町所有車（ダンプ）を譲渡した関係書類一式

１決裁に関する全ての書類

情報

不存在

部分

公開

公開

２譲渡（名義変更）に関する全ての書類

補助金交付団体の目的と代表者名と住所ならび
に平成12年度実績報告書　農務課及総務課関係

請負契約及び業者一覧表　平成11年度～平成
13年度

受　付　日

平成13年４月25日

平成13年４月25日

平成13年４月25[]

平成13年５月16日

平成13年６月11目

平成13年６月1旧

平成13年８用4[ﾖ

平成13年９月川

平成13年９月28日

平成13年11月27目

平成14年１月９日

平成14年１月９目

平成14年１月25日

平成14年３月７日



-

フ○歳未満の方とフ○歳以上の方(斟弱腰ｒ)が同じ世帯の場合の高額療養費

　高額療養費の計算で７０歳未満と70歳以上で世帯合算する場合は、①ﾌ○歳以上の外来分を個人単位

で限度額□を適用した後、②入院を含めた世帯単位の限度額ｌを適用します。③これに70歳未満の合

計基準対象額を合わせて、国保世帯全体の限度額・を適用します。

■70歳未満とﾌ○歳以上が同じ世帯にいる場合の自己負担限度額削づ内は過去12ヵヽ月以内に4回以上高額療養費の支給があった場合の､4回目以降の限度額です、

７０歳以上（老人保健で医療を受ける方は除く） 圃保世帯全体…………………

　　Ｓ
個人単位（外来のみ）EI 世帯単｛立（入院含む）目

一定以上所得者注1 40,200円
７２,３００円十1％＊1

　　(40,200円)

上位所得者　　丿燦Jで品§Mﾐ3　十　1%*2

－・　（俎詔澗）＋1ザ

一般 １２,０００円 40､200円

上位所得者　　丿尹j1万ぶ湊3　＋　1％*2

一匹　（温回訓）十　1％*1

低所得者ｎ注2 8,000円 24,600円

低所得者　（淡詔胴）
低所得者Ｉ注3 8,000円 １５,０００円

＊１　医療費が361､500円を超えた場合は、超えた分の1％を加算　＊２医療費が699､000円を超えた場合は、超えた分の1％を加算

(外来・入院)

二　　　　　1黙郷し邑鮭1り

j=:J………　…　　　　合計□円ま齢　　世帯単{立(入院含む)
ｿﾞ始･i万上

,=　

ごこiこｼﾍ７昆芒乖

ﾙ吻艦幼ｽ=万丿･,J:1　　個人単位(外来のみ)　　　　　

[毎号

:=1;J
jlJ

=l

j
Jj
=

j;

jylJ宍JJI

Ji

jj'
jJ宍1万J:

:

:
J万

=万JI:

:

j万万J

jJJ1万=j171'万1万万IJljJ　七/

注1一定以上所得者とは

現役世代の平均的収入以上の所得がある方を

指します

　　　●単独世帯の場合●夫婦二人世帯の場合；　
（年金収入のみ）（年金十給与収入）

゛･　　450万円以上　　　637万円以上

注２低所得者ｎとは

課税である方を指します

世帯単位(外来･入院)

[英京

注３低所得看１とは

世書生および世書員全員が住民税非圖税であって､その

　　●単独世帯の場合●夫婦二人世帯の場合
簒　（年金収入のみ）　　（談款昌昌下）

例　　　65万円以下　　　１３０万円以下

がフ○歳未満から75歳未満に

　老人保健で医療を受ける方の対象年齢の引き上げにあわせて退職者医療制度の対象年齢も70歳未満か

ら75歳未満になります。　５年間で段階的に引き上げられます。

　70歳以上の退職者医療制度対象者の自己負担は、１割（一定以上所得者は２割）となります。

聊爾韓庸保障擦傷陳義眼!｣が葡♭９家ず

　国民健康保険被保険者証は毎年10月１日に更新されます。本年も９月25日頃、郵送で世帯主宛に

発送の予定となっております。至|』着までに数日を要すると思われますが、９月30日になっても届か

ない場合は、町民生部保健課国民健康保険係（昔８１－１８３６）に問い合わせてください。

　現在お持ちの被保険者証は、９月30日で期限切れとなりますのでご注意ください。なお、10月１

日以降になりましたら、役場保健課か住民課または稲葉・南犬飼出張所へ必ず返還してください。

８



鴨 保ちりﾉ
平成14年10月１日から国民健康保険のここが変わります

φ収φφφご心配］|75歳になるまで国保で医療を受けます（自己負担は1割に）

　国保に加入している方で、昭和７年10月１日以降に生まれた方は、75歳になるま

では国保の医療を受けることになります。ただし、70歳以上になると窓ロでの自己

負担は１割（一定以上所得者は２割）になります。

※昭和７年９月30日以前に生まれた方は、引き続き老人保健で医療を受けます。

日3歳未満の乳幼児の自己負担が2割になります

　これまで70歳未満の方がお医者さんにかかったときの自己負担は３割でしたが、

少子化対策の観点から３歳未満の乳幼児の自己負担は２割になります。

一　般

(○歳以上ﾌ○歳未満)

　 -　 , J 或 g - ∽ φ ~ ~ ~ ~ φ 4 , φ ゅ ｡ 5 7 7 ま 如 - - - =媛 ご ご U 漕

レ

% % 《 X ヴ ? ゝ ヴ φ 〃 φ ヴ 〃 φ ヴ φ φ φ φ 占占り占φφかφ W 〃 ♂ ♂ ♂ W 〃

同

一-

3歳未満の乳幼児

3歳以上ﾌ○歳未満

ﾌo歳以上(認温昌)

高額療養費の自己負担限度額が変わります

庶
子

魁工９

媛四回||

柾ｍD

　同じ人が同じ月内に同一の医療機関に支払った自己負担が限度額を超えたときは、市町村国民健

康保険に申請すると超えた分か高額療養費として支給されます。その自己負担限度額について低所得

の人は据え置いて、一般や上位所得者は見直されます。また、70歳以上の方の負担を軽くするため、

あらたに自己負担限度額が設定されます。

　自己負担限度額（月額）

問
回
目
囃

上位所得者※1
　　　　　　　　医療費が609,000円を超匹昌馴昌P゛゛9肖

ごJ……゛……÷○般

　　600　　医療費が31B･○○○円を超
諮

,200

回十ll雲台は超えた分の1％

佳民税非課税世帯
　35,400円

(24,600円)

牡
し

※１上位所得者とは、国民健康保険税の算定の基礎となる基礎控除

　　後の総所得金額等が670万円を超える世帯にあたります。

※２（　）内は過去12か月以内に４回以上高額医療費の支給があった

　　場合の、４回目以降の限度額です。

９

‘上位所得者
139 800円　医療費が699･OOO円を超
(フフ,ｼﾞoo円)゛昌混r‘゛ヽ゛9ol

ｿﾞ……∇柵二股‥j~
72300円　　医療費が361,500円を超
(4o茄o円戸昌智は、超えた分の1

∧低所得者 昌器品　　　　　　　Ｅ

白Ｐ色才日限度顛
外来(個人ごと) 外来十入院（世帯ごと）

一定以上所得者･1 ４０,２００円
　　　　　医療費が361,500円
72･300円十を超えた場合は、超え

（40,200円）た分の1％を加算

一　般 １２,０００円 ４０,２００円

｜ 低所得者ｎ注2
8,000円

２４,６００円

低所得者Ｉ注3 15,000円

※注１、注２、注３については前頁参照



食
生
活
指
針

　
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
一
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か
ら
、
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム
を
。

　
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
。

　
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し
っ
か
り
と
。

　
野
菜
・
果
物
・
牛
乳
・
乳
製
品
・
豆
類
・
魚
な
ど
も
組
み
合
わ
せ
て
。

　
食
塩
や
脂
肪
を
控
え
め
に
。

　
適
正
体
重
を
知
り
、
日
々
の
活
動
に
見
合
っ
た
食
事
量
を
。

　
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を
生
か
し
、
と
き
に
は
新
し
い
料
理
も
。

　
調
理
や
保
存
を
上
手
に
し
て
無
駄
や
廃
棄
を
少
な
く
。

　
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
（
平
成
1
2
年
３
月
　
文
部
省
・
厚
生
省
・
農
林
水
産
省
決
定
）

　
ま
ず
は
、
は
じ
め
よ
う

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
食
生
活
や
必
要
な
栄
養
素
を

万
遍
な
く
と
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　
六
つ
の
基
礎
食
品
を
毎
日
食
卓
に

　
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
、
糖
分
の
と
り
す
ぎ
は
肥
満
を
、
塩
分
の

と
り
す
ぎ
は
高
血
圧
や
脳
卒
中
を
、
動
物
性
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
は
動

脈
硬
化
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
食
品
は
、
過
不
足
な
く
と
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
私
達
が
食
べ
る
食
品
に
は
、
そ
の
種
類
に
よ
り
、
タ
ン
パ
ク
質
、

脂
肪
、
炭
水
化
物
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
の
栄
養
素
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
六
つ
の
基
礎
食
品
」
は
、
食
品
を
六
つ
の
群
に
分
け
た
も
の
で
、

こ
れ
ら
を
毎
日
組
み
合
わ
せ
て
食
べ
れ
ば
、
必
要
な
栄
養
素
を
十
分

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ぼ;第1

お
も
に
良
質
た
ん

ぱ
く
質
の
給
源

j231yﾐr=

お
も
に
カ
ル
シ
ウ

ム
の
給
源

ご拠lﾐ「

ビ
タ
ミ
ン
ー
ミ
ネ

ラ
ル
の
給
源
（
と

く
に
カ
ロ
チ
ン
の

給
源
）

10

健
康
だ
よ
り

50号

　
暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
し
の
ぎ
や
す
い
秋
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
冷
房
が
な
か
っ
た
時
代
、
暑
い
盛
り
に
は
、
そ
う
め
ん
や
冷
や
麦

な
ど
を
食
べ
て
、
暑
さ
を
し
の
ぐ
た
め
、
昔
の
人
は
夏
や
せ
す
る
と

い
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
現
代
人
は
、
冷
房
の
効
い
た
室
内
で
、
ビ
ー
ル
や
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
み
、
食
べ
た
い
も
の
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
傾
向
に
あ
り
、

夏
や
せ
ど
こ
ろ
か
、
夏
大
り
す
る
人
さ
え
あ
ら
わ
れ
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
半
世
紀
、
私
達
の
食
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は

大
き
く
変
化
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
が
多

く
出
回
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
食
品
や
食
習
慣
で
は
、
ど
う
し
て

も
塩
分
や
脂
肪
を
と
り
す
ぎ
る
傾
向
に
あ
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
の

原
因
と
な
る
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
、
高
脂
血
痕
な
ど
を
招
き
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
行
き
過
ぎ
た
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
被
害
や
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
偏
り
が
、
大
人
ば
か
り
か
子
ど
も
に
も
生
活
習
慣
病
な

ど
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
も
な
っ
て
お
り
、
正
し
い
知
識
が
必
要
で

す
。
　
食
欲
の
秋
。
な
し
、
ブ
ド
ウ
、
柿
、
リ
ン
ゴ
等
の
果
物
に
加
え
、

栗
、
シ
メ
ジ
、
松
茸
な
ど
お
い
し
い
季
節
で
す
。
豊
か
で
健
康
な
生

活
を
送
る
た
め
に
、
も
う
一
度
食
の
大
切
さ
を
見
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
　
国
で
も
、
日
本
人
の
食
事
は
、
畜
産
物
や
油
脂
類
が
増
え
て
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
が
ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
、
糖
尿
病
な
ど
生
活

習
慣
病
の
増
加
を
心
配
し
、
健
康
や
生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め

「
食
生
活
指
針
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
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塩のとり過ぎは､高血圧や胃がんの発生と深くかかわっているといわれます。

できあいの惣菜や弁当､加工食品､袋菓子の利用や外食志向が増し減塩は

なかなか実現しません｡素材本来の味に､うま味･辛味･酸味などを生かして

味覚の幅を広げ､今より薄めの塩味に切替えましょう。

j塩辛いものをとり通ぎていませんが?（==’゜･……………;……………………………………

ふだんの食へ方をチェックしてみましょう

●みそ汁はおかわりをする　　吟１日1杯に｡具だくさんにする。おかわり

　　　　　　　　　　　　　　　分はお茶に変える

●漬け物はきらしたことがない吟しそや柚子等風味を加えた浅漬けに

　　　　　　　　　　　　　　　する｡毎食はとらない

●塩鮭やたらこ､塩辛､干物、●|争塩蔵品は控える。新鮮な旬の素材を

　ベーコン､ソーセージをよく　　使う

　食べる

●トンカツなどにソースをたっ●争一ロ味をみてからかける。

　ぷりかける　　　　　　　　　　レモンや辛子を添える

⑤

各世代を通じて脂肪のとり過ぎから､肥満や血中脂質(LDLコレステロール、

中性脂肪)の高い生活習慣病予備群が増加しています。

脂肪は本来､からだを作り､少量で効率のよいエネルギー源として大切ですが、

特に油･脂ものと肉類を好む人はとり過ぎに注意しましょう。
~ミ／

ふだんの食べ方をチェックしてみましょう

●てんぷらやトンカツをよく食べ峠とり方を控える。衣を薄く

　る　　　　　　　　　　　　　　する｡衣を残す

●脂身の多い肉･鶏の皮･ベー峠量と回数を減らす｡網焼き、

　コン･ソーセージをよく食べる　　苑でる。赤身の肉に変え

　　　　　　　　　　　　　　　　　る

●うなぎ､大トロなど脂ののった･⇒脂肪のとり過ぎにつなが

　魚が大好物　　　　　　　　　る。回数と量を控える

●毎朝､パンにバターをたっぷり吟半分控える｡ときにはバタ

　ぬる　　　　　　　　　　　　　ーなしで｡ご飯食に変える

●ポタージュ､シチュー､カレーな峠おかわりしない｡食べる回

　どおかわりする　　　　　　　　数を控える

●卵は1日2～3個とる　　　　　吟１日1個にする

●揚げ菓子やアイスクリーム、峠食べ過ぎない｡脂肪分の

　生クリームやバターたっぷり　　少ない菓子､果物に変え

の菓子をよく食べる

マヨネーズやドレ･j

たっぷり使う

ハンバーグ､フライ|

大好き､よ<食べる

　の菓子をよく貪べる　　　　　　る

●マヨネーズやドレッシングを●斬ノンオイルか酢のものなど

　たっぷり使う　　　　　　　　にする

ｏ
ｏ

　○

Ｏ

●ハンバーグ､フライドポテトが峠食べる回数と量を減らす｡野菜や海藻をたっぷり添える｡ハンバ

－グの焼き汁はソースに使わない。赤身の肉や魚や豆腐に変

える｡いもは粉ふきいもにする

●適正体重は?

●肥満度は?

身長　　ｍｘ身長　　mx22＝　　k9

体重　　k9÷（身長　　ｍｘ身長　　m）＝BMI（　　）

●あなたのBMIはいくつ?

第16回健康ふくしまつりは、11月３日（日）保健福祉センターで行います。

催し物盛りだくさん！　是非ご参加＜ださい。
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ー
ト
し
ま
し
た
。

９
絞
評
議
同
制
度
つ
て
？

　
学
校
評
議
員
制
度
は
、
学
校
が
地
域

住
民
の
信
頼
に
応
え
、
家
庭
や
地
域
と

協
力
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
図
っ
て
い
く
た
め
、
校
長
が

学
校
運
営
の
状
況
を
説
明
し
理
解
し
て

も
ら
っ
た
り
、
地
域
の
幅
広
い
意
見
を

開
い
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
助
言
を
求

め
た
り
す
る
仕
組
み
の
こ
と
で
す
。

９
絞
評
議
同
制
度
の
趣
旨
は
？

　
こ
の
制
度
の
趣
旨
と
し
て
次
の
三
つ

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

①
学
校
運
営
に
つ
い
て
の
保
護
者
や
地

　
域
住
民
の
意
向
を
把
握
し
、
学
校
運

　
営
に
で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
る
。

②
学
校
運
営
へ
の
保
護
者
や
地
域
住
民

　
の
協
力
を
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
。

③
学
校
運
営
の
状
況
な
ど
を
地
域
に
知

　
ら
せ
理
解
し
て
も
ら
う
。

評
議
員
は
ど
’
几
な
人
が
な
る
の
？

　
学
区
の
住
民
の
方
を
中
心
に
各
分
野

か
ら
、
教
育
に
開
す
る
理
解
や
識
見
を

お
持
ち
の
方
を
校
長
が
三
～
八
入
の
範

囲
で
推
薦
し
、
町
教
委
が
委
嘱
し
ま
す
。

南
犬
飼
中

壬

生

中

安

塚

小

壬
生
北
小

羽

生
田
小

稲

葉

小

睦

小

壬
生
東
小

藤

井

小

壬

生

小

５
人
５
人
４
人
３
人
３
人
４
人
４
人
４
人
３
人
５
人

評
議
員
の
役
割
は
？

　
学
校
評
議
員
は
校
長
の
求
め
に
応
じ

そ
の
学
校
の
教
育
目
標
や
教
育
計
画
、

教
育
活
動
や
地
域
と
の
連
携
な
ど
の
学

校
運
営
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
も
ら

い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
運
営
に
つ
い
て

地
域
に
広
め
て
も
ら
う
な
ど
、
学
校
と

地
域
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
に
も
な
っ
て
も

ら
い
ま
す
。
そ
の
際
、
評
議
員
の
意
見

が
校
長
の
方
針
決
定
を
制
約
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
お
、
任
期
は
四
月
一
日
か
ら
翌
年

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

町
内
各
般
の
９
般
評
議
員
散

叙のイベント鯖報：∩づﾉＬ日誌トヅjズV6

　　滋l=i冴　－Ｉ　昌湖p･=溥９
[忌!販犯・Ｇａ画IHｸc裴咀個一則l

……===･ii･.･i第32回町民歩け歩け大会

　10/ 6（日）壬生町総合公園周辺

　亡町内在住又は在勤者

一第12回壬生町レクリエーション大会

　10/13(日)壬生町総合公園陸上競技場

　ストラックアウト･スポーツチャンバラ･ティーボールなど(自由参加)

－レクリエーションフェスティバルin下都賀

10/27(日)小山市県南体育館周辺

大交流種目(下都賀地区社会人の事前申込者)　体験種目(参加自白

………第18回壬生町バスケットボール大会

　11/10(日).17(日)場所未定

　'i゛……高校生以上の町内外者

.･==ご;･.万第11回壬生町健康ロードレース大会

　12/ 8（日）壬生町総合公園周辺

　1･=i=･,町内在住又は在勤者

詳しい日鰹筈は、

お知らせ版又は広報壬生で

ご確認くだきいo

※各種スポーツなど普及事業（ニュースポーツ・既存スポーツ）等も計画しております。

※総合運動場や南部運動場、北部運動場の各施設もご利用ください。
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まちのわだい

日頃の訓練の成果を披露

　町消防団夏季点検

廳鯵鴎鴎贈　－･’=……jj:゜==･==こ=･j’=’………::’………’j’j°…………’‥’‥

　　　　　　　　　　一斉に放水訓練

　
火
災
や
風
水
害
な
ど
の
非
常
時
に
備

え
る
た
め
の
町
消
防
団
夏
季
点
検
が
、

８
月
上
目
午
前
８
時
の
「
団
員
集
合
」

の
弓
今
に
よ
り
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
殉
識
者
に
対
す
る
黙
梼
の
あ
と

の
点
検
で
は
、
一
人
ひ
と
り
の
服
装
に

乱
れ
は
な
い
か
、
機
械
器
具
の
整
備
は

さ
れ
て
い
る
か
、
消
防
車
が
正
常
に
稼

働
す
る
か
な
ど
細
部
に
渡
り
チ
ェ
ッ
ク

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
団
員
た
ち
の
ポ
ン
プ
繰
法
、

放
水
が
行
わ
れ
、
夏
季
点
検
に
向
け
て

訓
練
を
重
ね
て
き
た
成
果
が
発
揮
さ
れ

ま
し
た
。

ヘー～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
地
域
に
貢
献カーブミラー清掃で

交通事故防止のよびかけ

い
る
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
2
0
ヶ
所
の
清
掃
を
、

勤
務
時
間
終
了
後
に
2
8
名
の
職
員
が
参

加
し
て
行
い
ま
し
た
。
お
盆
を
控
え
て
、

町長に優勝報告

壬生レッド

関東を制覇

　
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
カ
ッ
プ
第
2
5
目
関
東

学
童
軟
式
野
球
大
会
決
勝
戦
が
８
月
2
9

日
、
神
奈
川
県
厚
木
市
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

-

交
通
量
が
増
え
て
い
る
路
地
で
の
交
通
　
Ｈ

事
故
防
止
に
役
立
て
ば
と
い
う
願
い
を

込
め
て
、
洗
浄
か
ら
乾
拭
き
ま
で
を
丁

寧
に
行
い
ま
し
た
。

　
壬
生
郵
便
局
で
は
、
毎
月
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
」
と
し
て
、
路
上
・
公
園

や
空
き
地
の
ゴ
ミ
拾
い
、
力
し
ブ
ミ
ラ
ー

清
掃
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
な
ど
、
地

域
に
役
立
つ
小
さ
な
奉
仕
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
郵
便
・
郵
便
貯
金
・

簡
易
保
険
の
業
務
ば
か
り
で
な
く
、
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
に
貢
献
す
る

壬
生
郵
便
局
を
目
指
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
継
続
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
県
大
会
で
３
年
ぶ
り
４
回
目
の
優
勝

を
果
た
し
た
壬
生
レ
ッ
ド
が
、
関
東
大

会
で
も
順
調
に
勝
ち
進
み
、
こ
の
日
群

馬
県
の
大
間
々
東
リ
ト
ル
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
を
４
－
３
で
下
し
、
1
5
年
ぶ
り
２
回

目
の
栄
冠
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
真
っ
黒
に
日
焼
け
し
た
選
手
連
は
、

連
日
の
試
合
で
疲
れ
て
い
る
も
の
の
、

優
勝
の
熹
び
に
沸
き
か
え
り
、
夕
方
壬

生
駅
前
に
到
着
。
駅
前
で
の
凱
旋
報
告

で
は
地
元
の
人
達
に
出
迎
え
ら
れ
、
笑

顔
で
応
え
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
壬
生

小
ま
で
の
商
店
街
を
パ
レ
ー
ド
。
沿
道

の
人
達
も
祝
福
の
言
葉
や
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　
壬
生
郵
便
局
（
斎
藤
守
男
局
長
）
で

は
、
８
月
1
2
日
（
月
）
に
壬
生
東
小
学

校
や
東
武
国
谷
駅
周
辺
に
設
置
さ
れ
て



まちのわだい地域の話題などをお寄せください

夏
休
み
の
思
い
出
に
…

　
　
夏
休
み
親
子
ふ
る
さ
と
料
理
体
験
教
室

　
８
月
2
0
日
、
壬
生
総
合
公
園
内
の
お
も

ち
や
博
物
館
と
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ゆ
う
が
お

館
」
で
夏
休
み
親
子
ふ
る
さ
と
料
理
体
験

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
町
内
の
親
子
約
1
6
0
人
が
参
加

し
、
手
打
ち
そ
ば
と
手
巻
き
寿
司
に
分
か

れ
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
ば
打
ち
で
は
そ
ば
打
ち
を
趣
味
に
し

て
い
る
町
農
業
委
員
の
中
嶋
さ
ん
と
別
井

さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
親
子
１
組
あ
た
り

そ
れ
ぞ
れ
５
人
前
の
そ
ば
を
作
り
ま
し
た
。

「
ゆ
う
が
お
館
」
で
花
の
模
様
の

お
寿
司
を
つ
く
る
。

ま
た
手
巻
き
寿
司
で
は
、
藤
井
の
篠
原
さ

ん
が
講
師
と
な
り
、
地
元
産
の
干
瓢
を
使
っ

た
海
苔
巻
き
で
、
ば
ら
の
花
や
桃
の
花
の

模
様
の
入
っ
た
お
寿
司
を
作
り
ま
し
た
。

こ
の
体
験
教
室
は
、
下
都
賀
農
業
振
興
　
一

事
務
所
の
『
食
と
農
の
相
談
室
』
の
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
、
地
域
で
生
産
さ

れ
た
農
産
物
を
活
用
し
た
料
理
の
体
験
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
「
食
と
農
」
の

理
解
促
進
と
地
産
地
消
の
推
進
を
図
る
も

の
で
す
。

お
も
ち
や
博
物
館
内
で
の
そ
ば
打
ち
教
室

　　　　　　　　ｌ一1一調四l四嘔四署畷一聊1'覇ﾐ:li'唾;車即･|･IS瓢鄙l-=iIiSil!i四顧:･･li圖即諾il圖111i=ii!羅慾!111SIS!l冒l･li'=!iiill●Iilil!iil圖1'ilil即羅=iSI:!ill;=1:;i順一題詞9懲罰一瓢聊?11
1

喘ﾝ
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'

………………………｀j……゛焚沼沢;ﾑﾑ;l;;;……………

　　　　　　　　　　　　　　　壬生高校で開催

CIZM､るさとまつり
　
８
月
２
日
に
壬
生
高
等
学
校
の
調
理

室
に
お
い
て
、
健
康
づ
く
り
推
進
員
に

よ
る
健
康
づ
く
り
支
援
者
（
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
タ
ー
）
養
成
講
座
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　
健
康
づ
く
り
推
進
員
は
、
昨
年
町
で

行
わ
れ
た
食
生
活
改
善
や
健
康
づ
く
り

等
の
4
0
時
間
の
講
義
や
実
習
を
受
け
た

(網を破かないように…)金魚すくい

手つきもあざやかに調理実習

修
了
者
で
あ
り
、
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
い

う
愛
称
を
得
て
、
今
年
か
ら
「
私
達
の

健
康
は
私
達
の
手
で
」
「
う
す
塩
と
バ

ラ
ン
ス
で
健
康
づ
く
り
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
健
康
づ
く
り
の
意
識
向
上
の
た
め

の
行
動
を
開
始
し
で
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
若
者
の
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
い
こ
う
と
、
壬
生
高

校
に
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
言
受

け
て
い
た
だ
き
、
福
祉
コ
ー
ス
男
女
2
7

名
の
生
徒
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
肥
満
度
、
体
脂
肪
の
測
定

を
し
、
減
塩
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
の
後
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー
の
オ
ム
ラ

イ
ス
と
カ
ボ
チ
ャ
の
ラ
タ
ト
ゥ
イ
ユ
を

作
り
ま
し
た
。

　
受
講
後
、
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
の
登

録
証
が
授
与
さ
れ
、
健
康
な
生
活
の
推

進
の
た
め
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

そろいの法被で、輪になって…
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恥
の
自
慢
料
理
⑥

台
坪
　
橋
本
美
恵
子
さ
ん

山い＼

Ｊ
一
］
犬

jﾚjﾌﾟTj21

さん､山川(文)さん、碑粛

山
川
　
文
子
さ
ん

山
川
　
愛
子
さ
ん

（
農
村
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
）

　
き
の
こ
た
っ
ぷ
り
の
お
か
ず
に
な
る

汁
物
で
す
。
き
の
こ
の
種
類
が
多
い
ほ

ど
風
味
豊
か
に
な
り
ま
す
。

材
料

　
し
め
じ
Ｉ
パ
ッ
ク
、
マ
イ
タ
ケ
拍
パ
ッ

ク
、
生
シ
イ
タ
ケ
４
～
５
枚
プ
凡
の
き

だ
け
・
な
め
こ
各
―
袋
、
鶏
む
ね
肉
2
0
0

ｇ
、
三
つ
葉
５
～
６
本
、
小
麦
粉
1
0
0
ｇ
、

水
5
0
心

土
き
の
こ
類
は
石
づ
き
を
と
り
、
し
め

　
じ
と
マ
イ
タ
ケ
は
小
分
け
に
、
し
い

　
だ
け
は
い
ち
ょ
う
切
り
、
え
の
き
だ

　
け
は
長
さ
半
分
に
し
て
ほ
ぐ
す
。

寸
小
麦
粉
に
水
を
入
れ
て
練
っ
て
お
く
。

③
鶏
肉
は
一
口
大
の
そ
ぎ
切
り
に
し
、

　
酒
小
さ
じ
２
、
塩
少
々
を
ま
ぶ
す
。

　
三
つ
葉
は
３
～
４
四
長
さ
に
切
る
。

④
だ
し
汁
４
列
カ
ッ
プ
を
鍋
に
入
れ
て
、

　
火
に
か
け
、
沸
騰
直
前
に
鶏
肉
を
入

　
れ
て
人
混
ぜ
し
、
①
を
全
部
加
え
て

　
強
め
の
中
火
で
煮
る
。

　
火
が
通
っ
た
ら
、
酒
大
さ
じ
２
、
み

　
り
ん
、
塩
、
薄
目
し
よ
う
油
各
小
さ

　
じ
１
、
で
味
を
調
え
、
そ
こ
に
練
っ

　
た
小
麦
粉
を
ス
プ
ー
ン
で
す
く
っ
て

　
入
れ
る
。
一
煮
立
ち
さ
せ
、
火
を
止

　
め
て
三
つ
葉
を
散
ら
す
。

　
秋
は
き
の
こ
の
季
節
で
す
。
小
麦
粉

の
代
わ
り
に
そ
ば
粉
を
使
っ
て
も
、
と
っ

て
も
ヘ
ル
シ
ー
で
お
い
し
い
で
す
よ
。

暮らしの
ヮンポイント

　
紅
葉
の
美
し
い
秋
の
　
　
ズ
ボ
ン
が
軽
快
で
動
き
や
す
く
、
登
山

行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
　
に
適
し
て
い
ま
す
。
ジ
ー
ン
ズ
は
伸
縮

登
山
を
計
画
し
て
い
る
　
　
性
が
悪
く
、
保
温
力
も
な
い
の
で
、
避

方
も
多
い
の
で
は
な
い
　
　
け
た
方
が
賢
明
で
す
。
シ
ョ
ー
ト
パ
ン

で
し
ょ
う
か
。
　
　
　
　
　
ツ
は
、
転
倒
し
た
と
き
な
ど
に
ケ
ガ
を

　
で
も
、
秋
山
は
天
候
　
　
し
や
す
く
、
体
を
冷
や
す
原
因
に
も
な

が
急
変
し
や
す
く
、
山
　
　
る
の
で
、
お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
。

頂
で
は
真
冬
並
み
に
気
　
　
　
雨
具
は
、
傘
だ
け
で
な
く
必
ず
レ
イ

温
が
下
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

服
装
な
ど
の
装
備
は
十
分
な
注

意
が
必
要
で
す
。

　
見
逃
さ
れ
や
す
い
の
が
ア
ン

ダ
ー
ウ
ェ
ア
で
す
。
一
般
的
な

綿
の
下
着
は
雨
や
汗
で
一
度
濡

れ
る
と
、
乾
き
に
く
く
、
体
が

冷
え
や
す
い
の
で
登
山
に
は
不

向
き
。
濡
れ
て
も
す
ぐ
乾
く
ク

ロ
ロ
フ
ァ
イ
バ
ー
や
ポ
リ
プ
ロ

ピ
レ
ン
な
ど
、
新
素
材
の
も
の

を
着
用
す
る
方
が
安
心
で
す
。

　
上
着
は
、
胸
元
を
開
け
閉
め

y‘　右　ダ　に限一調芦゛’

し
た
り
、
そ
で
を
ま
く
り
上
げ
た
り
し

て
体
温
調
節
が
で
き
る
前
ボ
タ
ン
の
シ
ャ

ツ
を
。
ウ
ー
ル
の
長
そ
で
シ
ャ
ツ
は
、

登
山
着
の
定
番
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

急
に
冷
え
込
ん
だ
時
の
た
め
に
、
セ
ー

タ
ー
や
フ
リ
ー
ス
（
起
毛
素
材
）
の
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
な
ど
上
か
ら
重
ね
着
で
き
る
も

の
を
必
ず
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
ズ
ボ
ン
は
伸
縮
性
の
あ
る
厚
手
の
も

の
を
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
用
の
ス
ト
レ
ッ

チ
パ
ン
ツ
や
、
昔
な
が
ら
の
ニ
ッ
カ
ー

－

天候の急変に対応できる備えを
な
問
題
。

ン
ウ
ェ
ア
も
携
帯
し
て
く
だ

さ
い
。
ポ
ン
テ
ョ
型
は
、
す

そ
が
風
に
巻
き
上
げ
ら
れ
て

し
ま
う
の
で
、
山
に
は
向
き

ま
せ
ん
。
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
パ

ン
ツ
の
上
下
に
分
か
れ
た
セ

パ
レ
ー
ト
型
の
も
の
で
、
ゴ

ア
テ
ッ
ク
ス
な
ど
防
水
透
湿

素
材
の
も
の
が
お
す
す
め
。

靴
も
で
き
る
だ
け
防
水
性
の

高
い
も
の
を
。

　
登
山
の
際
の
服
装
は
、
命

さ
え
左
右
し
か
ね
な
い
重
要

出
発
前
に
き
ち
ん
と
点
検
し

て
、
万
全
な
装
備
で
お
で
か
け
く
だ
さ

い
。☆

ﾉ

/゛‾へ
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面固膏ぷこ
10.12(土)1………131こ7に(日)・14(祝)

(入場無料)壬生町総曾公園

aa心J9-'･･Sa四四'-ゝW一灸りぷya-4か44邱ゝ琢yらμ46ﾈﾀﾞぷ､ぷ波や妓池、

｀一一々-ぷ埓ど3yぷ44｀勿一双宕以.K｡'ら訟剥M4SR'り｡u久･s･x.-　　　K

M　　　----~四sls.ggm･ζ匹3g£心心灰匹匹---ヽ､砥
％鋒美味回じい回焼掬

゜……………プレゼント犬会……゜………'゜……:5."……………無料配布傭料配布‥％御ｸﾞ.･:j･':

※なくなり次第終了となります。

　こどもも！おとなも！家族み/Lなで!!めいっぱい楽しむ３日間

お問い合わせ先　壬生町花と緑のまちづくり推進委員会(事務局)壬生町役場都市計画課昔81-1854

に
こ
つ
1
0
】
　
万
年
　
「
ｔ
」
－

募

集

第

10

民

フ
回
ま
ち
づ
く
り
町

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

必
氾
ご
Ｊ
ａ

　
歴
史
と
文
化
、
そ
し
て
自
然
に
恵
ま

れ
た
「
わ
が
ま
ち
」
を
再
発
見
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
町
民
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
の
で
、
壬
生
町

の
四
季
折
々
の
風
景
や
建
物
、
城
下
町

ら
し
い
町
並
み
や
史
跡
、
地
場
産
業
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
壬
生
町
の
姿
を

カ
メ
ラ
で
と
ら
え
、
是
非
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

　
作
品
規
格
　
カ
ラ
ー
四
つ
切
り
の
単

　
作
品
で
未
発
表
の
も
の

　
応
募
資
格
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

　
の
方

　
応
募
締
切
　
Ｈ
月
3
0
日
（
受
付
は
Ｈ

　
月
１
日
か
ら
）

　
応
募
先
　
町
総
務
部
企
画
財
政
課

　
広
報
広
聴
係

　
表
　
　
彰

　
・
推
薦
（
１
点
）
　
・
特
　
選
（
２
点
）

　
・
人
選
（
６
点
）
　
・
住
　
作
（
数
点
）

孫
発
　
　
表
　
本
人
あ
て
通
知
し
ま
す

⑧
応
募
上
の
注
意

　
・
作
品
は
壬
生
町
で
撮
影
し
た
も
の

　
に
限
り
ま
す
。

　
・
入
賞
作
品
の
版
権
は
壬
生
町
に
帰

　
属
し
ま
す
。

⑩
問
合
せ
先
　
町
企
画
財
政
諜
広
報
広

　
聡
悟
昔
8
1
１
１
８
１
２
・
１
８
１
３

　
リ
サ
イ
ク
ル

容
器
包
装
、

使
い
終
わ
っ
た
ら
リ
サ
イ
ク
ル

　
紙
≒
フ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
分
別
回
収

　
「
棄
て
る
」
前
に
マ
ー
ク
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

ごみに出す、その前にまず

　　　　　「識別表示」の確認を

・
胃
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
（
○
数
字
は
寄
付
回
数
）

　
　
　
　
い
さ
お

平
野
惟
佐
雄
様
①

1
0
万
円

日
歌
研
歌
謡
教
室
合
同
発
表
会
様
⑤

　
　
　
　
　
　
　
３
万
２
千
８
５
０
円

栃
木
県
歌
謡
協
会
下
都
賀
支
部
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

匿
名
①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円

寄
付
金
十
万
円
　
至
宝
町
南
　
梅
山
光
唯
様

　
実
父
、
作
蔵
さ
ん
が
８
月
凹
一
日
に
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
自
治

会
長
な
ど
を
さ
れ
て
お
り
、
町
に
お
世

話
に
な
っ
た
の
で
、
何
か
の
お
役
に
た

て
れ
ば
、
と
の
こ
と
で
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。

『
ｏ
＠
口
臼
』

　
「
た
い
せ
つ
に
　
み
ど
り
の
い
の
ち

そ
だ
て
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
自
治
会
や

事
業
所
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
「
緑
の
募
金
」
に
、
１
。
１
２
２
、

５
６
７
円
の
募
金
が
あ
り
ま
し
た
。

「
緑
の
募
金
」
で
、
森
林
の
整
備
や
緑

化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
多
彩
な

森
林
・
み
ど
り
づ
く
り
運
動
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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啓
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大高　結香ちゃん姉妹

　　　　(若草)

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を
養
育

し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ

《ロシア・ナショナル・バレエ》

　[《るみ剔]リ人形｣』金幕

　　　＿SS＆誂辿お開演　全指定席5,000円

(129
ち遡

(未就学兄の入場はご遠慮ください｡)

!2,111:TllΞ蘇sllrlこリ取り扱っています。

　　　　　　‥　。　　　　ロシア・ナショナル・バレエ

は、1993年に二つのバレエ団が

合併し誕生した。恒常的に公演

を行う劇場バレエ団となるた

め、多大な時間と努力を積み重

ね、またそのためにモスクワ、

サンクトペテルブルクのバレエ

学校の優秀な生徒を集めた。

　　「ジゼル」「くるみ割り人形」などの古典から現代作品まで、

広いレパートリーを誇る。モスクワで定期的な活動を行い、芸術

監督ミハイル・シュルギンの厳しい指導のもと、アンサンブルの

美しさと、新鮮なステージで、モスクワ市民から絶大な支持を集

めている。

　1999年に初来日し、全国各地で好評を推して以来、２回目の来日。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｿﾘｽﾄ(ﾋﾟｱﾉ)　ｿﾘｽﾄ(ヴｧｲｵﾘﾝ)

ﾌﾟ聊殲騏限鮪噺F干額環子

ご?｀幽鴎撫鯖蹟全指宝席5,0oo円●11月１日圖発売

1 a189φ

刊主真理子（ヴｧｲｵﾘﾝ）▲中村紘子（ピアノ）

プラハ交響楽団：ヨーロッパ屈指の音楽の都プラハが、世界に誇

る交響楽団。特に、チェコ国民楽派のスメタナやドヅォルザーク

の作品に宿る、ボヘミアの魂を、大輪の花を咲かせているかの様

に響かせる技は、比類のない名人芸。

中村　紘子:1959年第28回音楽コンクールで、史上最年少第１位

特賞を受賞。実力、人気共に日本を代表するピアニスト。その繊

細かつダイナミックな演奏は、国内外3000回に及ぶ演奏会を通じ

て、聴衆を魅了し続けている。

千佳真理子:1977年第46回日本音楽コンクールに最年少15歳で優

勝、レウカディア賞受賞。 2000年には、デビュー25周年を迎え、

意欲的な演奏活動に取り組んでおり、また、ＮＨＫ朝の連続テレビ

小説「ほんまもん」のヴァイオリンを担当。

会　　場　壬生中央公民仰天ホール（城址公園ホール）

※入場券は、壬生中央公民館、稲葉・南犬飼出張所、

　町施設振興公社で取り扱います。（バレエ公演は壬

　生中央公民仰のみで取り扱います｡）

問合せ先　壬生中央公民館�82－0108

．　　〆　　　　　・ｓ　・Ｅ　　総人口40,004人（43）男19,585人（25）女20ボ9人（18）世帯数13,121世帯（15∩）内は前月比

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　凪100
古紙配合率loo%再生紙を使用しています　18
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